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for House Planning 
by Kazutaka KUROSAWA 
Abstract 
This paper intends to establish a method of morphological analysis for predicting the tendency of transition 
of house plan types， within a certain specific local region， by analyzing their characteristics and transition pro. 
cess 
Firstly， we examine a means to class均 houseplans into patterns which are represented by diagrams [Jink 
patterns and arrangement patternsl to permit us systemat日allyto generate the linkage and arrangement of 
unit spaces 
Then， we consider an approach to describe the characteristic and the transition process of house plan types 
by use of the above method. 
The result of this is intended to be used in our case study of examples in Hokkaido and Tokyo of detached 
























































辿れば成立しうる型を挙げている。家族室兼台所 (FA(K)) と家族室 (FA) は，現在見られる
食事室兼台所 (DK) と食事室 (D) の規模が大きく，玄関や私室やサニタリーへの独立動線を




(Bg，8f ，Be，K) (Bg，Bef，K) 
(II ) 里会全面)，接客(g)が
D ② 
(B g ， 8f• D， K) (Bg，Bf ，DK) 
野除名jfは2転首を、 ③ (8 g， Df，K) (Bg，DKf) 
(官)接客(g)がBを転用 ④ (8 g， L， D， K) (8g， LD ，K) (Bg ，L. DK) 
D 接客(g)が LDKを流用 ⑤ (Lg，D，K) (Lg， DKf) 
型K (L g， Dg， Kef) (LDg， Kef) 
(IV ) 
Eiib:fii;j 
接客室型⑥ (G， L，D， K) (G，LD，K) (G， L， DK) 
D家Z族型室型⑦ (Lg，Dg，FA(K)e) (LDg，FA(K)e) (Lg， FA(K) e) 
暴露室型③




【機能・行為の記号】 g;接客、 団らん、 食事、 ef;団らん+食事
【単位空間の記号 B;寝室、 K;台所、 D;食事室、 DK;食事室兼台所
L 居間、 LD;居間兼食事室、 LDK;居間兼食事笈兼台所



















(1) L (居間スペー ス)， (2) DK (食事スペース十台所スペース)， (3) S (浴室，洗面室)(4) H (玄
関，玄関ホール，廊下， トイレ)， (5) B (私室，余室)0 LDK型住宅の LDKタイプは DK型以外
の型 (LDK分離型， LD型， LDK一体型)も食事スペースと台所スペースは隣接しているので，
両スペースをまとめて単位空間DKとして読み取れる。 トイレは S(浴室，洗面室) と分離され
ることがあるが， H (玄関ホール等)に含めれば不都合は少ない。階段も H (玄関ホール等)に
含めても不都合は少ないが，他の単位空間に含まれる場合もある。今回は 2階を扱わないので階
段は連結形式の検討に必要がない。(配列形式と階段タイプとの相関はチェックが必要である)。
























ラフで不変)が上記条件を比較的満たしたグラフ形状である(図 2-1)。グリッドの 4項点に H，
L， DK， Sを配置し， H， L， DKに隣り合う頂点に Bを配置する。 Bの配置方法は， (1) H， L， 
DKの1つにのみ連結する Bは，その隣り合う頂点に置く。 (2)HとDKの両方に連結する Bは
B2に配置する。(3)その他の場合は， Bl， B2， B3， B4の順に優先して配置する。連結の制約条件として，
(1) S はLとBに連結しない。 (2)Bが2室の場合， 一方の Bが他方の Bにのみ連結はしない。 と
いう 2条件が成り立つ場合は，単位空間 6室 (H・L・DK'S . B'B) の連結パターンの種類は
144個となる (B相互の連結の有無は無視)。単位空間 5室 (H・L・DK'S ・B)の連結パターン
168 
住宅平面計画へのパターン分析手法の適用性に隠する研究
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図2一2 連結パターン例(部分連結パターンの合成)












する 5分割と 6分割の分割図を対象とした限定条件である o (1)外部に接しない分割面をもっ分割
図は用いない。 (2)南面する分割面，北面する分割面はいづれも 2-4面とする o(3)南面に 4分割
面があるとき，北面は 3-4分割面に限る o (4)南面に 2分割面があるとき，北面は 3分割商以下
に限る o (5)南北方向には 4分割面以上は並ばない。 (6)南北方向に 3分割面が並ぶとき，南北両面
に面する分割面はない。 (7)東西両面に面する分割面はない。 (8)双対グラフの同型の分割面は幾何
学的に類似しているので1つに限る。図2-3に条件(2)-(8)によって除外される分割図を例示す

















































必ず通過する。 (5)居間からトイレへの動線が，食事室(家族室) ・台所を必ず通過する。 (6)トイ






















目の部分集合を全て含む集合を Sとすれば s二二 1，2，3…，m
s = IEsl， Esz，……，Esil IEs(i+l)，…，Esjl …|…，Esrt 
と表わすことができる。集合Sの部分集合は住宅の形態のどの領域に反映すべきかで分類でき





































展開方向を分析する O 表3-1に，抽出した住宅プランの件数を 1階平面型別に示す。札幌圏は
LDK型が大半を占め， LDK 型 1階2私室型が増加し 1階1私室型は減少している O 首都圏は
LDK型1階1私室型が主流で 2階2私室型は DK型よりも少ない。分析対象は札幌圏の主流
である LDK型1階1私室型と 1階2私室型とした。
表3-2に，分析対象の LDK型の 2階私室数・ 1階私室数別に件数を示す。( )印の中の数
字は 2階にトイレのあるプランの内訳である。首都圏は4LDK'1階1私室・ 2階3私室型が主
流で， 2階にトイレのあるプランが多い。 '75年だけは 1階1私室の3LDKも多い。札幌圏は'75
-'76年では 1階1私室型の3LDKが半数を占めるが， 4LDK・1階2私室・ 2階2私室型が主流
である。
表3-3のように札幌圏の居間は 8畳から10畳への移行がほぼ終っている o 1階床面積の増加
は札幌圏の 1階2私室型 (5.7m2) が最大だが，居間の拡大分 (2.4m') を差引くと 2畳 (3.3m3)





¥¥  1陪o私室 LDK型 DK型 車庫 その他
l階 1私室 1階2私室 取込型 おま竺 1 2 3 4 
3 6 1 46 9 5 2 
76 z 1 0 2 1 1 9 1 0 5 1 5 
幌
• 80 1 68 146 o 1 2 6 
圏
. 81 。 36 9 3 。 18 7 
• 75-'76年 125 (0) 30 (1) 8 (1) 
札 1
'80-・81年 35 (0) 60 (0) 9 (2) 
幌
'75-'76年 150 (0) 10 (0) 2 (0) 
圏 2
'80-'81年 205 (0) 34 (5) 
， 75 1 3 1 0 3 1 0 3 1 3 1 
首
• 76 1 2 360 32 1 2 9 5 5 
都 ， 80 1 0 1 3 1 7 26 1 1 3 
圃
• 81 1 4 3 1 28 23 5 1 2 
'75-・76年 2 (0) 161 (2) 123 (53) 1 (1) 
首 1
'80-'81年 42 (2) 316 (250) 12 (12) 
都
'75-'76年 32 (8) 5 (4) 1 (0) 
圏 2
'80-・81年 20 (4) 15(13) 1 (0) 
表 3-3 LDK型プランの平均面積とその増減
1階私室数 1階l私室 1階z私室
地域 札幌圏 首都圏 札幌国 首都圏
年度 76年 '81年 増減 '75年 • 80年 増減 • 76年 • 81年 増減 75年 • 80年 増減
平均延床面積(ぱ)83.4 91.2 +7.8 90.1 95.0 +4.9 89.6 96.6 +7.0 90.9 101. 0 +10.1 
平均 1階床面積(ば)53.3 55.8 +2.5 56.0 56，5 +0.5 61.5 67.2 +5.7 64.7 69.2 +4.5 
平均居間面積 j夏j1{ 4.0 1〈6.1 +2，1 1〈3.0 1〈3.1 +0，1 13.8 1( 6.2 +2.4 12.7 14.4 +1.7 







札幌園と首都圏の LDK型平面型の数多く見られる現といえる O 表 3-4に配列パターン別にプ
ラン数を示す。








































• 75年 • 76年 • 80年 • 81年
囲 (1 1182 ) (4目43) (1395 ) 
圃 (9; 8日) (7.88 ) {5.94 ) 
国 (825 ) (8.8日) (8.86 ) (0.0O ) 
札幌圏一単位空間6室
• 75年 • 76年 • 80年 • 81年
国 (321.65 ) (38476 ) (30414 ) (24273 ) 
国 (261.12 ) (232.58 ) (182.57 ) (14103 〉
囲 (19.69 ) (132.70 ) (141.03 ) 
首都圏一単位空間 5室
• 75'" • 76年 • 80年 • 81'F 
日 (141.55 〉 (9I.8B ) (IJ田高 (71.68 ) 
圃 {2.93 ) (132.65 ) (6.99 ) {133.11 ) 



























DK H/L / H-L Hζl S-DK .' 
.'756年~ {142.13 〉 MA ( 0.6) (152.35 〉 (122.91 〉 {203.23 〉 hfA 
'80~ 
(4.85 〉 (768.90 ) 〈S.0。) (181.39 } (717.14 ) (1J.A (151.46 〉 (889.52 〉， 81年
合計 〈102.58) (1729.E4 ) ( 0.4) (1ta (133.45 〉 (18449 ) 
.'7756~ 年 (123.97 〉 〈128 (103.B1 ) 〈2854.04〉 (185.12 ) 
ト'80~
(52.71 ) (207.55 ) {41.67 〉 fEfh (1.97 〉 (lta {72.68 ) ， 81年
合計 (85.98 ) 〈74.38〉 (4B42.41 ) (42.49 〉 (117.23 ) atる〈128.20) 
表3-6 単位空間5室に於ける主な連結パターン
'"し申晃霞冨
'15~ 7 1件 i同一DK一副 ・ 15~
'16年 (43.0)'I 汁 '16年
旧 -L-BI
・ 80~ 9 1件・80~















IHlJ E 自己 tb rs:mq F (DK)[g!] DUEE eJBJ 
'75~ 
(132.52 ) (366.80 ) (0.0。) (498.71 〉 (457.66 ) (487.59 ) (4.98 ) (4J.A (528.86 〉 (1.83 〉， 76年
'80~ ， 81年 (1.92 ) (343.66 ) (0.0。) (S36.56 ) (394.41 ) (5E 5.79 ) (3.g4 ) (495.01 〉 (485.10 ) (2.93 ) 
合計 {92.04 ) (359.96 ) (0.00 ) (1554.17 ) (1 431.87 ) (41.52 ) (1462.85 ) (1503.96 〉 (2.36 ) 
， 75~ 
(113.22 ) (123.56 ) 〈E1.38 ) (2.47 ) (2854.76 ) (113.94 ) (103.81 ) (2833.39 〉 (51.97 ) ， 76年
'80~ 
(41.98 ) (155.05 ) (2.49 ) (2778.75 ) (2778.96 ) (218.80 ) (2l .7O ) (2778.44 ) (l g 7.93 ) ， 81年

























二に1竺 S -DK H s Ilk -V11 E占/--L(DK〉 H 
'756年~ '80-'75-'80- ''7758 年~ I:~~年~ 7 5~ '80- 7756~ aF.'801~ 年 7564~ F .801~ 年際按 主なパターン ， 81年 76年 ， 81年 際接 主なパターン 6年 ， 81年
1 ) 由来1国 / / 国亘 EEE週 / レ/2 6 1 5 〆/ / 1 7 1 2 / / 図画
閏日 1 7 1 3 ど三/ / 戸/riJ司 盟関 1 3 1 3 /'" v / レ/
~ / / / 〆/ど三戸/lRn 日 6 4 1 1 I 
問問 5 6L-イν/ / レ/E国 盟国 5 ~V / / レ/
~ / v ピこン/ど三レ/面E長田 1 2 
間 3 / ド// レ/lrliI 田 4 / レ// 〆/
園田 3 ど三ド//イV 面図 国 園 1 2 9 6 l 由来I 2 1 
6比三
レ/
kどV JjJ 日E囲 25 18 メJ戸// ν/ 
11) 国村田 匝E国国F 1 6 1 5 6 4 I 1 0 6 34 1 9 B 8 1 l E薗 2 2 1 l 匝EE盟 4 4 
E国 3 3 l l m 閏 国 ※ 1 3 1 3 レ三ド/レ/レ/
間2~盟 1 3 9 1 li出匿 3 4 7 
開;;園 1 0 3 9 3 3 3 匝E国 圃 ※ 1 2 9 I 6 1 
閣 E盟 2 I 1 0 2 2 2 国E日E日置 ※ 25 1 8 ど三/ どとレ/
国) 間 町 / ン/ 2 1[園E / v 園 / ど三 11/ / 
轟 / 何/ 』閏 後/ / 2 b 1 2 







幌圏に極めて多く (8割強， 7割弱)，首都圏には殆んどない。 BがHとLに1室ずつ連結する
平面型は両者ともに比較的多い(札幌圏 3割，首都圏 5割)0Bが2室とも Lに連結する平面型
は札幌圏に多く ( 7割弱)，首都圏には殆んどない。 Bが2室とも Hに連結する平面型は首都圏
表3-9 札幌閤・首都圏一単位空間6室の連結形式
DKの連結形式 sの連結形式 Bの連結形式 (LはDKを含む〉
プラン総数|H/l DK Hζl H;i i:;i i i lて/ S-DK H-L B'..B 1 B... ・ ・.B
• 75~ 
(111.59 〉 (0.0。} (51.71 ) (61.10 〉 (61.10 ) (4.27 ) 29 3 1(16805)件% • 76年 6.4) (17.6) ( 1.9) 
札
.'801年~ 幌 (3.38 ) 〈0.41} (123.60 ) (1799.50 ) (122.19 〉 (82.40 〉 おf品 (215 ) (338.91 ) (1.23 ) 2(13009)件% 
圃
合計 〈62.77) (382395 ) (0.21 ) (104.21 ) (3823.95 ) (93.79 ) (73.40 } 376 (31.02 〉 (1.56 ) 4(10004)件% 
首
.'756年~ 〈11.95) (281.62 ) (1 1.95 ) (472.60 ) {19.1B ) (7.13 〉 (733.81 } (9A (2.4l 〉 (662.78 } (21.49 ) ( 14002) 件鬼
'80~ 
(14.35 ) {281.60 〕 (0.0。) (57Z.1D ) (8.63 ) (82.ゐ(2.91 ) (5.72 〉 1 2 (572.10 ) (13005)件% 都 • 8年 (34.3) 

















酋菌首区間 区自 lJ tE 国国 F 国 園
， 75- 1 9 7 5 。 7 1 1 1 8 4 1 6 23 1 2 2 4 5 9 ， 76年 01.5) (45.5) ( D. D) (43.0) (71.5) (24.9) ( 3.6) (13.9) (74.0) ( 2.4) ( 3.0) ( 5.5) 
札
'80- 8 I 1 0 5 o I 1 2 6 1 3 7 9 0 1 2 47 1 3 3 24 8 25 幌，81年 ( 3.4) (43.9) ( 0.0) (52.7) (57.3) (37.7) ( 5.0) (19.7) (55.7) (10.0) ( 3.3) 00.5) 
圏 27 1 80 o I 1 9 7 2 5 5 1 3 1 1 8 7 0 255 28 1 3 34 
合計 ( 6.7) (44.5) ( 0.0) (48.8) (63.1) (32.4) ( 4.5) 07.4)" (63.1) ( 6.9) ( 3.2) ( 8.4) 
'75- 5 9 3 25 
(1195 〉
3 7 o 2 18 5 3 1 4 
• 76年 (11. 9) (21. 4) ( 7.2) (59.5) (88.1) ( 0.0) ( 4.8) (42.9) (11. 9) ( 7.1) (33.3) 
首
'80- 5 8 o 22 1 3 3 1 1 8 1 O 25 
都・81年 (14.2) (22.9) ( 0.0) (62.9) ( 2.9) (94.2) ( 2.9) ( 2.9) (22.8) ( 2.9) ( 0.0) (71.4) 
園 1 0 1 7 3 47 6 70 1 3 26 6 3 39 







2 I 1 6 5件
( 1. 2) (100)% 
2 I 239件
( 0.8) (100) % 
4 1404件
( 1. 0) (100) % 
o 42件
( 0.0) (100) % 
O 35件











し，他の連結・隣接が増加している O 即ち， DKに連結・隣接する袋小路型のSが減少する傾向
にある。 Bの連結・隣接では Bが2室とも Lに連結・隣接するタイプが減少し， BがLとH
に連結・隣接するタイプが増加する傾向にある。
表3-12 札幌圏一単位空間6室に於ける隣接形態別の主な配列パターン
二v旦と 二ょ1i i :i側 H占. UDK 5 -DK ¥: B... "'B 
隣接 主なパターン .756年~ .'8S0l年~ 
7 5~ 
6年 帥81年~ .756年~ '.801年~ 隣接 主なパターン .756年~ .801年~ 756年~ .801~ 3年 '.756年~ .'8a0l年~ 
1 ) 国車l ド/ ド/F 国 v / 6 2 7 1 / ど竺 l 41/ どケ亙幽~ / v / ド/v レ/園EE 国 49 54 1 8 20 v / 
自盟 由 自 41/〆レ/v レ/圃 由 2 1 1 4 
ZE;国 48 50 /〆レ/ど/'レ/F EE E盟2 1 38 v レ/v レ/
~ Jてv / レ// レ/圃 自盟 38 38 2 31/ レ/
11) 田園 園 闘 t1 レ/F 5 1 1 自 1 l 2 6 2 1 1 2 v ~ / v / v / v 画 国 /イレ/ 4 l 闇車2 2 4 1 5 3 4 園 匿E /イレ/ 6 I 1 3 
国 国 1 l 1 1 圏 盟国 / / 2 1 四日 3 2 3 3 1 圃EE 間 斑49 54 18 20 どrv 歯車2 3 3 2 4 圃 匪自 9 31/ v 
国 l:r!1 1 2 2 5 3 4 F 国 聞 ぎl 38 v / v v 
国) E事 ン/ / 圃 E量住皇 / v / / 5 /て 3 / 圏











路型を解消できるパターンの平面型が増加していることを指摘できる o (3)隣接パターンでは 1階
1私室型でも， DKに袋小路型の Sを解消できるパターンの平面型が袋小路型パターンの平面型
よりも数多く見られる o (4)ただし， DKが H (玄関ホール)に連結しない平面型が多数を占める O
(5)また，札幌圏と首都圏は 1階床面積が同規模であるのに， Lは札幌圏10畳，首都圏8畳である。
従って，規模を大幅に拡大せずに袋小路型を解消するには， s (洗面室) をDKとH (玄関ホー
ル)に連結させて， sに通り抜け動線をもっ連結形式にすることになろう。表3-8と表3-12 




さIB SF.. I 







Hー L → Hー L
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H-L → H-L 
/1 1/ 
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